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1 調査の目的 

ひきこもり状態にある方やその家族の状況を把握し、その結果に基づき、必要な人に情報や支援が届

く体制の構築を図る基礎資料とするため、民生委員・児童委員の協力を得て、調査を実施する。 

 

2 実施主体 

 熊本市（熊本県と共同実施） 

 

3 調査の対象者（ひきこもり状態にある方） 

 市内の満１５歳から満６４歳までの方で、次に該当する方。 

 （１） ６ヵ月以上、自宅にひきこもり、社会的参加（仕事・学校・家庭以外の人との交流など）を避

けている状態の方 

    ※確定診断がなされた統合失調症の方、身体的な病気を理由に自宅にとどまっている方、出産・

育児をしている方、専業主婦・主夫又は家事手伝いをしている方は、この調査の対象には含ま

ない。 

 （２） 例として、以下の場合が対象となる。 

    ① 自室からほとんど出ない。 

    ② 自室からは出るが、家からは出ない。 

    ③ 普段は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける。 

    ④ 普段は家にいるが、自分の趣味の用事のときだけ外出する。 

 

4 調査方法 

 民生委員・児童委員へのアンケート調査（主任児童員は除く） 

 熊本市内の民生委員・児童委員数 1,234 人 

 

5 調査基準日 

 令和元年（2019 年）10 月 1 日 

 

6 調査期間 

 令和元年（2019 年）10 月１日～11 月末日 

 

7 回収結果（有効回収率） 

 1,031 人（83.5％） 
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8 調査結果 

該当者の人数 

・本調査により把握できた該当者の総数は 201 人（有効回答率 83.5％）であり、人口当たりの該当者の

割合は 0.046％であった。 

・有効回収率を 100％とした場合の推計人数は 241人となり、出現率は 0.056％となる。 

（令和元年（2019 年）10 月 1 日現在の 15歳以上 64 歳までの人口 440,875 人に占める割合） 

 

 

      

 

 

 

 

(１) 該当者の性別 

・該当者の性別については、「男性」が 71.1％、「女性」が 19.4％、「不明」が 9.5％となっている。 

 

 

表１         （単位：人）   グラフ１ 

性別 該当者数 割合 

男性 143 71.1% 

女性 39 19.4% 

不明 19 9.5% 

合計 201 100.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 該当者数 15 歳以上 64 歳以下の人口 出現率 

推計人数 241 人 440,875 人 0.056% 

男性, 143人, (71%)

女性, 39人,( 19%)

不明, 19人,( 10%)

該当者の性別

男性 女性 不明

ｎ=201 
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(２) 該当者の年齢 

・該当者の年齢については、「40～49 歳」が 65 人と最も多く、ついで「50～59 歳」が 45 人、「30～39

歳」が 29人となっている。 

・男女別にみると、各年齢において、男性が半数以上を占めている。男性は「40～49 歳」が最も多く、

次いで「50～59歳」、「30～39歳」となっている。女性は「40～49歳」が最も多く、次いで「50～59

歳」、「60～64歳」となっている。 

・「若年層」「中年層」「高年層」に分けてみると、15歳～29 歳までの「若年層」が 27 人で 14.1％、30 歳

～49 歳までの「中年層」が 94 人で 49.0％、50 歳～64 歳までの「高年層」が 71人で 37.0％となってい

る。 

 

グラフ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2                                    （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8
13

20

45
34

15
8

1

3

6

13

8

7

11

1

3

7

3

4

0

10

20

30

40

50

60

70

15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 不明

（人）

n=201

年代別・性別
男性 女性 不明

年齢 男性 女性 不明 合計 年代別割合

「若年層」

「中年層」

「高年層」

割合
「若年層」

「中高年層」
割合

15～19歳
8

80.0

1

10.0

1

10.0

10

100.0
5.0%

20～29歳
13

76.5

3

17.6

1

5.9

17

100.0
8.5%

30～39歳
20

69.0

6

20.7

3

10.3

29

100.0
14.4%

40～49歳
45

69.2

13

20.0

7

10.8

65

100.0
32.3%

50～59歳
34

75.6

8

17.8

3

6.7

45

100.0
22.4%

60～64歳
15

57.7

7

26.9

4

15.4

26

100.0
12.9%

小計 135 38 19 192 192 100% 192 100%

不明
8

88.9

1

11.1

0

0.0

9

100.0
4.5%

合計

143

71.1

39

19.4

19

9.5

201

100.0 100%

29.2%

70.8%

94 49.0%

71 37.0%

56

136

27 14.1%



4 / 17 

  

(３) 該当者の家族構成（複数回答可） 

・「家族あり」は 159 人で 79.1％、「家族なし」は 42 人で、20.9％（該当者 201 人に占める割合）で、8

割の人が家族と同居している。 

・「家族なし」を年齢別にみると、「50～59歳」が 16 人で 38.1％、「60～64 歳」が 15 人で 35.7％、「40

～49 歳」が 8 人で 19.0％と「中高年層」で多くなっている。 

・「家族なし」を除く 159人のうち、126 人（79.2％）は母親と同居している。 

 

グラフ 3 

 

 

表３                                      （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

6 10 7 
10

15
1

4
6 1 1

1

18

25

3
7

1
8

32

45

1
8

1
1 2

16

12

17

7

1

2

2

6

5

1

0

20

40

60

80

100

120

140

父親 母親 祖父 祖母 兄弟姉妹 配偶者 子 その他 不明

家族なし 家族あり

家族構成
15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 不明

（人）
ｎ

（人） ｎ=311

　　(家族ありの再掲）

父親 母親 祖父 祖母 兄弟姉妹 配偶者 子 その他 不明 合計

15～19歳
0

0.0

10

100.0

6

60.0

10

100.0

0

0.0

0

0.0

7

70.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

23

20～29歳
0

0.0

17

100.0

10

58.8

15

88.2

1

5.9

4

23.5

6

35.3

0

0.0

1

5.9

1

5.9

0

0.0

38

30～39歳
1

3.4

28

96.6

18

62.1

25

86.2

0

0.0

3

10.3

7

24.1

0

0.0

1

3.4

0

0.0

0

0.0

54

40～49歳
8

12.3

57

87.7

32

49.2

45

69.2

0

0.0

1

1.5

8

12.3

1

1.5

1

1.5

0

0.0

2

3.1

90

50～59歳
16

35.6

29

64.4

12

26.7

17

37.8

0

0.0

0

0.0

7

15.6

1

2.2

2

4.4

0

0.0

0

0.0

39

60～64歳
15

57.7

11

42.3

2

7.7

9

34.6

0

0.0

0

0.0

1

3.8

0

0.0

1

3.8

0

0.0

0

0.0

13

不明
2

22.2

7

77.8

6

66.7

5

55.6

0

0.0

0

0.0

1

11.1

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

12

合計 42 159 86 126 1 8 37 2 6 1 2 269

年齢 家族なし 家族あり
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 (４) ひきこもり状態にある期間 

・ひきこもり状態にある期間については、「10 年以上」が 90 人で 44.8％と最も多く、次いで「5～10年

未満」が 45 人で 22.4％、「3～5 年未満」が 24 人で 11.9％となっており、長期化の傾向にある。 

・年齢別にみると、「15～19 歳」では「1～3 年未満」が、「20～29 歳」では「５～10 年未満」が、30 歳

代以上では「10 年以上」がそれぞれ最も多くなっており、特に 30 歳～64 歳ではおおむね半数が「10

年以上」ひきこもり状態にある。 

 

グラフ４－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ４－2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1年未満, 1人, (1%)
1～3年未満, 22人, (11%)

3～5年未満, 24人, (12%)

5～10年未満, 45人, (22%)

10年以上, 90人, (45％)

無回答, 19人, (9%)

ひきこもり期間

1年未満 1～3年未満 3～5年未満 5～10年未満 10年以上 無回答

n=201 
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表４                                 （単位：人） 

年齢 1 年未満 
1～3 年 

未満 

3～5 年 

未満 

5～10 年 

未満 
10 年以上 無回答 合計 

15～19 歳 
0 

0.0 

7 

70.0 

3 

30.0 

0 

0.0 

0 

0.0 

0 

0.0 

10 

100.0 

20～29 歳 
0 

0.0 

3 

17.6 

3 

17.6 

7 

41.2 

2 

11.8 

2 

11.8 

17 

100.0 

30～39 歳 
0 

0.0 

0 

0.0 

2 

6.9 

5 

17.2 

19 

65.5 

3 

10.3 

29 

100.0 

40～49 歳 
1 

1.5 

2 

3.1 

6 

9.2 

18 

27.7 

31 

47.7 

7 

10.8 

65 

100.0 

50～59 歳 
0 

0.0 

5 

11.1 

6 

13.3 

8 

17.8 

20 

44.4 

6 

13.3 

45 

100.0 

60～64 歳 
0 

0.0 

5 

19.2 

2 

7.7 

6 

23.1 

13 

50.0 

0 

0.0 

26 

100.0 

不明 
0 

0.0 

0 

0.0 

2 

22.2 

1 

11.1 

5 

55.6 

1 

11.1 

9 

100.0 

合計 
1 

0.5 

22 

10.9 

24 

11.9 

45 

22.4 

90 

44.8 

19 

9.5 

201 

100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



7 / 17 

  

（５）該当者の状態(複数回答可) 

・該当者の状態については、「近所のコンビニなどには出かける」が 87 人で 36.9％と最も多く、次い

で「自室から出るが家からは出ない」が 53 人で 22.5％、「自分の趣味の用事には出かける」が 41 人

で 17.4％となっている。 

・準ひきこもりにあたる「自分の趣味の用事には出かける」の割合は 17.4％であるのに対し、狭義の

ひきこもりにあたる「自室からほとんど出ない」、「自室から出るが、家からは出ない」、「近所のコン

ビニなどには出かける」の割合は合わせて 67.8％となっている。 

・年齢別にみると、15 歳～39 歳では「自室から出るが家からは出ない」が、40 歳～64 歳では「近く

のコンビニなどには出かける」がそれぞれ最も多くなっている。 

 

グラフ５－１ 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グラフ５－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自室からほとんど出ない, 20人,(9%)

自室から出るが家からは出ない,

53人, (22%)

近所のコンビニなどには出

かける, 87人, (37%)

自分の趣味の用事には出か

ける, 41人,( 17%)

分からない, 30人, (13%)

無回答, 5人,( 2%)

該当者の状態

狭義のひきこもり＋準ひきこもり＝広義のひきこもり

準ひきこもり

狭義のひきこもり
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 表 5                                  （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢
自室から

ほとんど出ない

自室から出るが

家からは出ない

近所のコンビニ

などには出かける

自分の趣味の用事

には出かける
分からない 無回答 合計

15～19歳
0

0.0

3

30.0

2

20.0

2

20.0

3

30.0

0

0.0

10

100.0

20～29歳
1

5.3

6

31.6

5

26.3

5

26.3

1

5.3

1

5.3

19

100.0

30～39歳
3

8.8

9

26.5

8

23.5

8

23.5

5

14.7

1

2.9

34

100.0

40～49歳
6

7.8

15

19.5

30

39.0

14

18.2

9

11.7

3

3.9

77

100.0

50～59歳
4

7.5

13

24.5

27

50.9

6

11.3

3

5.7

0

0.0

53

100.0

60～64歳
3

9.4

4

12.5

14

43.8

5

15.6

6

18.8

0

0.0

32

100.0

不明
3

27.3

3

27.3

1

9.1

1

9.1

3

27.3

0

0.0

11

100.0

合計
20

8.5

53

22.5

87

36.9

41

17.4

30

12.7

5

2.1

236

100.0
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(６) 生活困窮の状況 

・「当面、困窮する可能性は低い」が 116 人と最も多く、全体の 57.7％を占めており、次いで「困窮する

可能性が高い」が 33 人で 16.4％、「分からない」が 31 人で 15.4％、「既に困窮している」が 16 人で

8.0％となっている。 

・年齢別にみると「困窮する可能性が高い」と「既に困窮している」を合わせた者の割合は、29 歳以下

で 7.4％に対し、30～39 歳では 20.7％、40～49 歳では 18.5％、50～59 歳では、31.1％、60～64歳で

は 46.2％と、年齢が上がるにつれ高くなっている。 

 

 グラフ 6－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グラフ６－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

既に困窮している, 

16人,( 8%)

困窮する可能性が高い, 

33人, (16%)

困窮する可能性

は低い, 116人, 

(58%)

分からない, 31人,( 15%)

無回答, 5人,( 3%)

生活困窮の状況

年代 既に困窮している 困窮する可能性が高い

困窮する可能性は低い 分からない 無回答
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表 6                                 （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢
既に

困窮している

困窮する

可能性が高い

当面、困窮する

可能性は低い
分からない 無回答 合計

15～19歳
0

0.0

1

10.0

8

80.0

1

10.0

0

0.0

10

100.0

20～29歳
1

5.9

0

0.0

12

70.6

3

17.6

1

5.9

17

100.0

30～39歳
1

3.4

5

17.2

19

65.5

3

10.3

1

3.4

29

100.0

40～49歳
4

6.2

8

12.3

39

60.0

13

20.0

1

1.5

65

100.0

50～59歳
3

6.7

11

24.4

26

57.8

4

8.9

1

2.2

45

100.0

60～64歳
5

19.2

7

26.9

8

30.8

6

23.1

0

0.0

26

100.0

不明
2

22.2

1

11.1

4

44.4

1

11.1

1

11.1

9

100.0

合計
16

8.0

33

16.4

116

57.7

31

15.4

5

2.5

201

100.0
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(７) ひきこもり状態に至った経緯（複数回答可） 

・「分からない」が 77 人と最も多く、全体の 31.6％を占めており、民生委員・児童委員の把握の困難さ

を示していると考えられる。 

・「分からない」を除く経緯では、「疾病・性格など本人の状況」が 42 人で 17.2％、「就職したが失業し

た」が 40人で 16.4％、「家族や家庭環境に起因」が 27 人で 11.1％の順に多い。 

・年齢別にみると、経緯が分かるもののうち、39歳以下では「不登校」を経緯とするものが、40 歳～59

歳では、「疾病・性格など本人の状況」、60～64 歳では「就職したが、失業した」を経緯とする数がそ

れぞれ最も多い。また、「就職できなかった」「就職したが、失業した」を合わせると、40～64 歳で、

最も多い経緯となる。 

 

グラフ７－１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ７－２ 
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表 7                                      （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢 不登校
就職できな

かった

就職したが

失業した

家族や家庭

環境に起因

疾病・性格

など本人の

状況

分からない その他 無回答 合計

15～19歳
8

72.7

0

0.0

1

9.1

1

9.1

0

0.0

1

9.1

0

0.0

0

0.0

11

100.0

20～29歳
6

28.6

2

9.5

3

14.3

3

14.3

2

9.5

5

23.8

0

0.0

0

0.0

21

100.0

30～39歳
8

25.0

4

12.5

3

9.4

1

3.1

3

9.4

12

37.5

0

0.0

1

3.1

32

100.0

40～49歳
2

2.5

5

6.3

11

13.8

11

13.8

15

18.8

30

37.5

3

3.8

3

3.8

80

100.0

50～59歳
2

3.4

2

3.4

14

24.1

6

10.3

18

31.0

12

20.7

2

3.4

2

3.4

58

100.0

60～64歳
0

0.0

0

0.0

8

24.2

5

15.2

3

9.1

13

39.4

3

9.1

1

3.0

33

100.0

不明
0

0.0

1

11.1

0

0.0

0

0.0

1

11.1

4

44.4

1

11.1

2

22.2

9

100.0

合計
26

10.7

14

5.7

40

16.4

27

11.1

42

17.2

77

31.6

9

3.7

9

3.7

244

100.0
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(８) どのような支援が必要と思われますか(複数回答可) 

・「分からない」が 68 人と最も多く、全体の 25.2％を占めており、「ひきこもり状態に至った経緯」同様、

民生委員・児童委員の把握の困難さを示していると思われる。 

・「分からない」以外の必要な支援では、「専門的な相談支援」が 19.3％と最も多く、次いで「社会参加に

向けた支援」が 18.5％、「就労に向けた支援」が 15.2％となっている。 

・年齢別にみると、「分からない」を除き、15～19 歳、20～29 歳では「就労に向けた支援」が、それぞ

れ 28.6％、25.0％と最も多い。また、30～39 歳では「就労に向けた支援」と「社会参加に向けた支援」

が同率で 20.9％、40～49 歳は「社会参加に向けた支援」が 20.7％、50～59 歳、60～64 歳は「専門的

な相談支援」がそれぞれ 30.8％、24.2％と最も多くなっている。 

 

グラフ８－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ８－２ 
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その他

無回答

n=270

(人)
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表８                                     （単位：人） 
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(９) 自由記載から 

・自由記載欄に 191 件のコメントをいただいた。詳細は、「把握が難しい」が 113 件で 59.2％と一番多

かった。その他は以下の通り。 

 

グラフ 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

把握が難しい,113件, 

(59%)

対処の仕方が分からな

い,22件, (11%)

ひきこもり状態が分からな

い,12件, (6%)

支援機関の連携、及び質の向上

が必要,9件, (5%)

対象者がいれば支援した

い,4件, (2%)

意識の醸成が必要,3件,(2％ )

支援が始まっている,2件, 

(1%)
その他,26件, (14%)

自由記載

把握が難しい 対処の仕方が分からない

ひきこもり状態が分からない 支援機関の連携、及び質の向上が必要

対象者がいれば支援したい 市民への広報など、意識の醸成が必要

支援が始まっている その他

内容 件数 割合

把握が難しい 113 59.2%

対処の仕方が分からない 22 11.5%

ひきこもりの定義が分からない 12 6.3%

支援機関の連携、及び質の向上が必要 9 4.7%

対象者がいれば支援したい 4 2.1%

市民への広報など、意識の醸成が必要 3 1.6%

支援が始まっている 2 1.0%

その他 26 13.6%

合計 191 100.0%

ｎ=191 
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９ まとめ 

 

（調査結果より） 

① 性別でみると、全体の 7割以上が男性である。 

② 年齢は、40歳から 49歳が最も多く、40歳以上の割合が 7割以上を占めている。 

③ 家族構成は、全体の 2割が「家族なし（一人暮らし）」で、年齢が上がるほど、その割合は多

く見られた。また、全体の 8割が家族と同居し、その多くが「母親」との同居である。 

④ ひきこもり状態にある期間は、「10年以上」が最も多く、全体の 4割以上を占めている。 

⑤ 狭義のひきこもりが 67.8％、準ひきこもりが 17.4％である。 

⑥ 生活困窮の状況は、「既に困窮している」と「困窮する可能性が高い」を合わせると、24.3％

である。 

⑦ ひきこもり状態に至った経緯は、「分からない」の回答が多かった。「分からない」以外で

は、若年層においては「不登校」が、40歳以上の中高年層では「疾病・性格など本人の状

況」や「就職できなかった」「就職したが、失業した」を経緯とするものが多い。 

⑧ 必要と思われる支援についても、「分からない」の回答が多かった。それ以外の回答では、15

～39歳で「就労に向けた支援」が、30～49歳で「社会参加に向けた支援」が、50～64歳は「専

門的な相談支援」が最も多くなっている。 

 

（考察） 

・該当者の年齢から、ひきこもりは若者特有の問題ではなく、中高年を含む社会全体の問題になっ

ていることを再確認するとともに、ひきこもり状態にある期間から、一度そうした状態になる

と、長期化する傾向にあり、その状態から抜け出すのは容易なことではないと思われる。そこ

で、ひきこもり状態にならない、また、ひきこもり状態になっても、長期化する前に支援を開始

することが重要だと考える。 

・15歳から 39歳までの若年層では、ひきこもり状態に至った経緯として「不登校」が最も多く回

答されており、不登校の生徒への支援を途切れずに行っていくための、教育関係機関との連携・

仕組みづくりが重要と考える。 

・40歳以上の中高年層では、「就職したが失業した」の割合が高く、失業をきっかけとしてひきこも

り状態になる可能性が高いことが推察され、休職や失業手当等の手続に係る機関や生活自立支援

センターとの連携が重要と考える。 

・自由記載では、ひきこもりの実態の「把握が難しい」という内容が一番多く、地域で活動する民

生委員・児童委員でも、ひきこもり状態にある方について把握することが難しいことがうかがえ

た。また、「対処の仕方が分からない」、「ひきこもりの定義が分からない」など、ひきこもりと

はどういう状態のことなのかが曖昧であること、支援の仕方や相談窓口が分からないことで介入

しにくいことなども推察され、民生委員・児童委員などの支援者に対する研修機会の充実や支援

機関の周知の強化が重要と考える。 
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